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会社情報
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｜企業理念｜

1. わが社は、「食べる喜び」を基本のテーマとし、
時代を画する文化を創造し、社会に貢献する。

2. わが社は、従業員が真の幸せと生き甲斐を求める場として存在する。

｜経営理念｜

1. 高邁な理想をかかげ、その実現への不退転の意志をもって行動する。

2. 人に学び、人を育て、人によって育てられる。

3. 時代の要請に応えて時代をつくる。

4. 品質・サービスを通して、縁を拡げ、縁あるすべての人々に対する
責任を果たす。

5. 高度に機能的な有機体をめざす。

商号 日本ハム株式会社／NH Foods Ltd.

設立 1949年5月30日

資本金 362億94百万円

代表取締役
社長

井川 伸久

従業員数
連結 27,050名
単体 2,198名 （注） 平均臨時雇用者数含む

事業概要

• 食肉加工品（ハム・ソーセージなど）
および調理食品の製造・販売

• 食肉の生産・処理・販売
• 乳製品および水産物の製造・販売

本社住所
〒530-0001

大阪市北区梅田2-4-9 ブリーゼタワー

電話番号 06-7525-3026
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数字で見るニッポンハムグループ
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牛
国内

16.2％

豚
国内

19.9％

鶏
国内

22.2％

国内食肉加工業界売上（2023年3月期）

1位

売上高（2023年3月期）

1兆2,598億円

日本人のたんぱく質摂取量の

約6％を供給

約20％
国内の食肉市場全体シェア
（2023年3月現在、当社調べ）

（注）当社取り扱い重量データおよび外部データをもとに当社にて推計
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数字で見るニッポンハムグループ
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創業から

81年

事業拠点数（2023年3月末）

501拠点

特許申請数（2021年度）

18件

従業員数（連結 2023年3月末）

27,050名

国内：21,068名
海外：5,982名

女性管理職比率（2022年度）※

9.8％
※集計範囲は、日本ハム（株）単体
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1942年｢徳島食肉加工場｣として創業したニッポンハムグループは､2022年3月に
創業80周年を迎えました。現在､カバーする食の領域は､食肉､加工食品､乳製品､水産品､
エキス調味料など多岐にわたります。

ニッポンハムグループのあゆみ
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1966
初のコンシューマブランド

1977
海外での事業を開始

1997
食物アレルギー対応商品発売

2006
インテグレーションを活かし
たギフト「美ノ国」を発売

2020
代替肉需要の高まりに対応

1942
創業

1968
食肉ファーム
事業へ本格的に進出

養鶏事業を開始

1971
加工食品
事業へ進出

1973
日本ハム
球団設立

1981
水産加工事業へ
進出

1988
豪州で
インテグレーション･
システム構築

1992
乳製品事業へ進出

2002
国産鶏肉の大型ブランド
「桜姫®」を立ち上げ

ニッポンハムグループ内で
牛肉偽装問題が発覚。
コンプライアンス･ガバナンス
を強化

2019
「シャウエッセン®」
ブランド初の
エクステンション

2021
「Vision2030」
“たんぱく質を、
もっと自由に。”策定

戦後食糧難の時代に
良質なたんぱく質を提供

食の領域拡大と海外進出で
新しい食文化を提案

多様化するライフスタイルに
あわせた商品ラインナップの拡充

牛肉偽装問題の発覚を背景に
品質No.1経営を推進

食の未来を切り拓く
高付加価値の食を提案

10年後、20年後の
食の未来を見据えて

コンシューマブランド
「ウイニー」

1940s ～ 1970s ～ 1990s ～ 2000s ～ 2010s ～ 2020s ～

ワイアラ牧場 アピライト

2004
北海道日本ハムファイターズ誕生
本拠地を東京から北海道へ移転

NatuMeat（ナチュミート）

2023
「北海道ボールパークFビレッジ」
開業

1985
本格志向に応える
ウインナー
「シャウエッセン®」
発売

2022
マリンフーズ株式会社を譲渡

シャウエッセン® 美ノ国
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ニッポンハムグループの強み
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世界に誇るビジネスモデル「バーティカル・インテグレーション・システム」を
構築しています。

販売・
マーケティング

荷受・物流

開発

処理・加工需要調整生産・飼育

調達

製造

研究開発

安全･安心、安定供給を支える
調達･生産網

全国へ広がる営業物流網

品質保証

お客様視点の商品開発 事業発展と社会課題解決を
両立させる研究開発

品質No.1経営を実現する
品質保証体制

高いシェアに裏打ちされた
供給力と高い加工技術力

コンビニ
エンス
ストア

外食店

量販店

中食店

百貨店
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事業領域
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ハム・ソーセージ

食肉

加工食品

水産

ベンダー事業

フリーズドライ

冷凍食品

はっ酵乳・
乳酸菌飲料

エキス調味料

食物アレルギー
対応食品

チーズ

健康食品

食品検査

ニッポンハムグループの
広がる食のフィールド

ニッポンハムグループの事業は、ハム・ソーセージ、食肉、加工食品、水産品、乳製品など
さまざまな「食」の領域へ広がっています。
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ニッポンハムグループ「Vision2030」
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企業理念の実現を追求するうえでのマイルストーンとして
「Vision2030」を策定しました。
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たんぱく質の

安定調達・供給

食の多様化と

健康への対応

持続可能な

地球環境への貢献

食やスポーツを

通じた地域・社会

との共創共栄

従業員の成長と

多様性の尊重

ニッポンハムグループ「5つのマテリアリティ(重要課題)」
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⚫ たんぱく質の安定調達・供給
⚫ たんぱく質の選択肢の拡大
⚫ 食の安全・安心

⚫ 食物アレルギー対応
⚫ 健康増進
⚫ 食の多様化

⚫ 気候変動への対応
⚫ 省資源・資源循環
⚫ 生物多様性への対応

⚫ 地域社会の発展

⚫ 従業員の働き甲斐の向上
⚫ 多様性の尊重

マテリアリティ 社会課題 貢献するSDGs分野

マテリアリティの施策･
指標と進捗

QR
Web

「Vision2030」実現に向けて解決すべき社会課題を「マテリアリティ」として特定しています。
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中期経営計画2023･2026 ー経営戦略
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球団事業･
その他事業

事業戦略

高次の品質No.１経営 ・ コーポレート･ガバナンス

機能戦略
ビジョン実現に向けたコーポレート機能の強化

DXの推進 全社戦略立案･推進機能の強化 R&D機能の強化 人財マネジメントの強化

経営方針4

経営方針1 収益性を伴ったサステナブルな事業モデルへのシフト

経営方針3 新たな商品･サービスによる、新しい価値の提供

経営方針2 海外事業における成長モデルの構築

部門横断推進戦略 事業横断による総合力の発揮／新規事業の立ち上げ加工／北海道プロジェクトによる本業と地域発展への貢献／コーポレートコミュニケーションの戦略的展開

調達力・販売力の強化
全社最適視点での

筋肉質な製造収益構造の確立

マーケティング視点での

事業の拡大

各社機能の明確化と

競争力の向上

有望領域にフォーカスした成長戦略の立案･実行

（①国内外での加工品販売の強化 ②日本向けの加工品･食肉の開発／供給体制の強化）

新規事業の創出（①エンタメ事業 ②ウエルネス事業 ③エシカル事業） 球団事業の確立

加工事業 食肉事業 海外事業

「Vision2030」の実現に向け、6カ年を見据えた経営方針を策定しました。

企業価値の最大化を目指します。
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2021年3月期 2024年3月期 2027年3月期2023年3月期2022年3月期 2030年3月期

■事業利益(億円)

－事業利益率(％)

－ROE(％)

－ROIC(％)

おもな経営目標・指標の結果と見通し

中期経営計画2029中期経営計画2026中期経営計画2023

中期経営計画2023･2026 ー数値計画
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中期経営計画2020

事業戦略とマテリアリティの取り組みを一体化して推進し、ROIC の向上を図ります。

※1 ROIC（投下資本利益率）とは、Return on Invested Capitalの略称で、企業もしくは事業の「稼ぐ力」を評価する指標です。
※2 2022年8月に修正

ROIC

6.0％

ROIC

7.0％以上

ROIC

8.0％以上

※1

※2
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事業セグメント
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その他事業
（ボールパーク事業・
新規事業）

海外事業本部加工事業本部

食肉事業本部

©H.N.F.©H.N.F.
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2.商品開発・マーケティング

事業セグメント ー加工事業本部

12

お客様視点の商品開発で、

多様な食のニーズに応える

加工事業本部は、ハム・ソーセージ、加工食品、

乳製品、水産品、エキス調味料の開発、製造、

販売を行っています。「シャウエッセン®」を

はじめとするコンシューマ商品はもちろん、コ

ンビニエンスストアや外食レストラン向けの業

務用商品を展開しております。

「シャウエッセン®」 「石窯工房®」 「中華名菜®」 「スタミナ苑®」

「バニラヨーグルト」 「ロルフスモークチーズ」 「さば缶水煮」

No.1 シェアNo.1

出典：インテージ(株)
SCIデータ

売上高

4,177億円

おもな取り扱いブランド

6. 外部顧客

多彩な販売チャネルと
顧客満足度を高める提
案･販売･マーケティン
グ力

5. 販売

日本全国に
配送できる物流網

4. 物流

高度な品質管理ノウハウ
とおいしさを再現する
高い量産化技術

安定供給を支える
国内外に広がる
調達ネットワーク

各種小売り、ドラッ
グストア､中･外食業
者､各種食品製造メー
カー等

3. 製造1. 原料調達

バリューチェーンごとの強み

独自の消費者モニター制度の活用や高い研究開発力でお客様ニーズに応える商品開発

TOPIC
「マーケティング統括部」を2023年に新設。お客様視点での開発をさらに強化し
事業本部全体のプロフィットをマネジメントすることで利益の最大化を図ります。
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持続可能なバリューチェーンを

構築し、食生活を支える

食肉事業本部は、食肉の生産から販売までを手

掛ける「バーティカル・インテグレーション・

システム」を構築し、国内外からの食肉の調達

網、フード会社の販売網を構築してきました。

現在日本国内の食肉販売量の約1/5を取り扱っ

ています。

事業セグメント ー食肉事業本部
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各畜種における国内外の多様な
産地からの安定調達と需給調整

国内・豪州など品質管理された
自社農場における安定的な供給

自社工場による鮮度の高い食肉
の供給や用途に合わせた加工に
よりお客様ニーズに対応

量販店、食料品店、精肉店、食
肉卸、中・外食業者、各種食品
製造メーカー

国内最大規模の食肉物流拠点に
より、ジャスト・イン・タイム
にお届けできる体制を構築

全国に広がる販売網の保有と顧
客に応じた営業

3. 荷受2. 処理･加工1. 生産･飼育

6. 外部顧客5. 販売4. 物流

バリューチェーンごとの強み

国内食肉ブランド

輸入食肉ブランド

国産牛肉
「玄米牛」

国産豚肉
「麦小町®」

国産鶏肉
「桜姫®」

オーストラリア産
「大麦牛」

チリ産
「アンデス高原豚」

タイ産
「ハーブ爽育鶏®」

オーストラリア産
「サフォーククロスラム®」

売上高

7,501億円

北海道産鶏肉
「北のこめこっこ」
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世界に広がる事業で、

国・地域に根差した食を提案

海外事業本部は、アジアや欧州、米州、豪州な

どで、牛・鶏の飼育および生産、各畜種のト

レーディング、加工品の製造・販売などの事業

を展開しています。現地向け、第三国向け、日

本向けの販売を展開する中で、各国・地域の食

文化や価値観・多様性に対応した製品・サービ

スを提供しています。

事業セグメント ー海外事業本部
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海外拠点／海外で展開する主なブランド商品

英国

トルコ

タイ

シンガポール

インドネシア

中国

台湾

ベトナム

オーストラリア

カナダ

米国

メキシコ

チリ

ウルグアイ

ブラジル

売上高

3,214億円

「Crazy Cuizine’s」

「尚味森」

「Nature’s Fresh」「riverland」

「bolez」
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売上高

170億円

ボールパーク事業では､プロ野球球団｢北海道日本ハムファイ

ターズ｣の経営（運営）に関わるとともに､2023年3月開業の

新球場｢ES CON FIELD HOKKAIDO｣を核とした｢北海道ボー

ルパークＦビレッジ｣を通じてマテリアリティ｢食やスポーツ

を通じた地域･社会との共創共栄｣の具現化を推進していま

す｡子どもから大人まで､野球はもちろん､スポーツに興味の

ない方も楽しめる空間として､試合がない週末でも1日約１

万人が訪れる行楽地になりつつあり､開業時に掲げていた年

間来場者数300万人の目標を目指しています。

Fビレッジを核としたスポーツと

エンターテインメントで

社会に貢献

事業セグメント ーその他事業（ボールパーク事業、新規事業）
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新規事業では､｢エンタメ｣｢ウエルネス｣｢サステナブル｣という３つの領域で、D2C事業を展開して

います｡｢エンタメ事業｣では､｢Meatful｣を立ち上げ､手作り食体験など新たな切り口で商品やサー

ビス開発､食の多様化に対応｡｢ウエルネス事業｣では､食品業界初の食物アレルギーケア総合プラッ

トフォーム｢Table for All｣を立ち上げました｡｢サステナブル事業｣として｢Mealin’Good｣を立ち上

げ､限りある資源の有効活用や新たな食の選択肢を増やすための取り組みを強化しています。

©H.N.F.
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肉類摂取が高齢期のフレイル予防の栄養ケアとして有効である可能性が明らかに
地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センターとの共同研究により、512名の地域在住高齢者を対象に肉類の摂取量

とさまざまなフレイル関連指標との関わりを横断的に検討しました。その結果、肉類を多く摂取している高齢者は

最大歩行速度が速いことを確認しました。

該当ニュースリリース：https://www.nipponham.co.jp/news/2023/20230420/

中央研究所

「食べる喜び」をお届けする、

研究開発を推進

中央研究所は、ニッポンハムグループの中核研

究機関としてVision2030実現に向けて、新たな

たんぱく質の研究開発や循環型社会の実現に貢

献する技術研究に取り組んでいます。

研究開発
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マテリアリティ 研究テーマ

たんぱく質の安定調達・供給

─ 新たなたんぱく質の研究 →

─ 畜産業負荷低減 →

食の多様化と健康への対応

─ 食物アレルギー →

─ 健康寿命延伸 →

持続可能な地球環境への貢献

─ 温室効果ガス削減 →

マテリアリティに基づいた研究テーマを推進しています。

細胞性食品(培養肉)､麹

スマート畜産技術開発

食物アレルゲン検査キット開発・

食物アレルギー予防研究

東京大学社会連携講座

スマート養豚システム「PIG LABO」 2022年10月～テスト販売開始

TOPIC

検査キット

家畜由来メタン排出削減・回収に関する共同研究

https://www.nipponham.co.jp/news/2023/20230420/
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サステナビリティサイト
QR

Web

中長期環境目標（～2030年度）

CO2排出量の削減

国内の化石燃料由来のCO2排出量46％以上削減
（ 2013 年度比：国内）※

国内全拠点

海外の化石燃料由来のCO2排出量24％以上削減
（ 2021 年度比）※

海外

廃棄物排出量の削減 国内の廃棄物排出量5％削減
（ 2019 年度比：製造数量当たりの原単位）※

国内処理・
製造拠点
（55拠点）

廃棄物排出量に対する
リサイクル率の向上 国内の廃棄物排出量リサイクル率92％以上※ 国内全拠点

用水使用量削減
国内の水使用量5％削減（ 2019 年度比：製造数量当たりの原単位）※

国内処理・
製造拠点
（55拠点）

海外の水使用量5％削減（2021 年度比）※ 海外

認証品取り扱いの
拡大

RSPO認証パーム油使用率100％
（ブック アンド クレーム含む）※

認証パーム油：
国内外の拠点

重点項目 目標 対象

気候変動への
対応

省資源･資源循環

生物多様性の
対応

※ 目標は2030年度とする

「持続可能な地球環境への貢献」に基づき、目標を設定しています。
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従業員の成長と多様性の尊重

挑戦できる風土 従業員の成長 多様性の尊重

個の成長｜キャリア自律支援

• キャリア面談
• リスキリング支援
• 社内アセッサー育成

マテリアリティへの取り組み ー人財戦略について

18

ニッポンハムグループでは、企業価値向上に向け、

企業理念である「従業員が真の幸せと生き甲斐を求める場」の実現を目指しています。

人的資本の最大化

企業価値の最大化

人財戦略
3つの柱

組織の成長｜価値創造力強化

• 人財マネジメントサイクル
• リーダーシップ開発

ダイバーシティ･エクイティ＆
インクルージョンの実現

• 働き方改革
• 女性活躍支援
• 健康経営の実現

1 2 3

マテリア
リティ

従業員エンゲージメントの向上､価値創造･イノベーション創出

企業理念の実現
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参考資料
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たんぱくゴー！
たんぱく質をもっと身近に、そしてもっと自由に楽しむための
基礎知識やメニューを楽しくご紹介します。

Table for All 食物アレルギーケア
日々の研究で収集した情報や食品メーカーならではのメニュー
提案を食物アレルギーの視点でわかりやすく発信します。

Rotary
ニッポンハムグループの情報発信のほか、時流をとらえた食の
話題やレシピ、健康とのかかわりなど、さまざまな角度から
「食」に向き合う誌面づくりを目指しています。

統合報告書
当社グループの経営方針や成長戦略をご理解いただき、対話を
促進するためのコミュニケーションツールです。



Copyright © NH Foods Ltd. All Rights Reserved.（無断転載禁止）


